
　

こ
の
度
、
静
岡
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す

事
に
な
り
ま
し
た
杉
本
正
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
来
な
ら
ば
、
今
少
し
早
い
時
期
に
、
皆
様
に
ご
挨
拶
の
機
会
が
有
っ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
よ
り
、
社
会
が
一
変
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
様
に
厳
し
い
現
況
に
置
か
れ
ま
し
て
も
、
多
く
の
新

任
の
方
を
は
じ
め
、
各
委
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
い
つ
も
住
民
の
立
場
に
立
っ
た

相
談
支
援
や
見
守
り
等
の
幅
広
い
活
動
を
進
め
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
日
、
地
域
住
民
の
生
活
状
況
や
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
私
ど
も

が
関
わ
る
相
談
ご
と
や
支
援
等
は
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
が

一
人
で
は
対
応
で
き
な
い
事
例
や
地
域
共
生
を
め
ざ
す
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
も

努
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
多
く
の
委
員
が
民
生
委
員
活
動
に
や
り
甲
斐
や
喜
び
を
感
じ
て
い
る
一

方
で
、
活
動
へ
の
負
担
軽
減
を
し
て
欲
し
い
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
事
も
ご

承
知
の
通
り
で
す
。

　

民
生
委
員
が
地
域
福
祉
推
進
の
担
い
手
と
し
て
活
動
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、

日
常
の
相
談
、
支
援
、
地
域
防
災
、
児
童
や
人
権
問
題
を
は
じ
め
、
活
動
環
境
の

整
備
に
係
る
主
だ
っ
た
施
策
と
し
て
の
市
町
か
ら
の
個
人
情
報
の
提
供
、
証
明
事

務
の
見
直
し
、
ペ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
（
伴
走
者
）
や
エ
リ
ア
サ
ポ
ー
タ
―
（
助
言
者
）

の
導
入
推
進
等
を
図
っ
て
行
く
必
要
が
有
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
新
任
委
員
の

研
修
も
加
味
し
、「
①
現
場
を
知
る　

②
私
達
、
私
を
知
っ
て
も
ら
う　

③
仲
間

づ
く
り
」を
三
本
の
柱
に
、
皆
さ
ん
で
話
し
合
う
機
会
を
設
け
て
頂
き
、
明
る
く
、

活
力
あ
る
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
を
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

就任のご挨拶
静岡県民生委員児童委員協議会会長　杉 本 　 正

［題字：静岡県民生委員児童委員協議会顧問　天野隆玄　書］
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課題のある家庭への支援に児童委員、民児協が果たす役割課題のある家庭への支援に児童委員、民児協が果たす役割
菊川市民生委員児童委員協議会　会　長　　杉　山　　　茂菊川市民生委員児童委員協議会　会　長　　杉　山　　　茂

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で中止となった令和２年度（第80回）関東ブロック民生委員児童委員
活動研究協議会（静岡市大会）の分科会において発表を予定していた実践報告を掲載します。

１　菊川市の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年当時の菊川市と小笠町が合併
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人　　口　　　48,390人　7.31　現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外国人籍　（内）3,643人　7.31　現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　菊川市民生委員児童委員協議会

菊川市民児協 地区担当委員数 主任児童委員数
菊川東地区 27 2
菊川西地区 24 2
小 笠 地 区 26 2

３　小笠地区民生委員児童委員協議会の活動
　「児童虐待、子どもの貧困など、複雑化・多様化している子どもや子育て家庭をめぐるさまざま
な課題に取り組むための児童委員、主任児童委員に求められる役割について考える」ことが副課題
としてありますが、“困っている子”にならないための実践を紹介します。
　⑴　小笠民児協
　　①　園、小・中学校と密接な関係を築くため、改選時（12月初旬）に園と小・中学校を訪問
　　　　　参加者：会長、地区長、主任児童委員　　提供物：担当地区の委員名簿
　　②　毎月第２木曜日　朝７：20〜７：45　地区内の小・中学校であいさつ運動
　　③　民生児童委員・主任児童委員と語る会（校長　教頭　養護教諭等）
　　④　諸行事へ参加

４月 入園式・入学式 ９月 合唱祭　園の運動会 １月 餅つき
５月 運動会　体育祭 11月 七五三を祝う会 ３月 卒園式・卒業式

　⑵　児童福祉部の活動
　　　ボランティア活動と施設見学

活　動　場　所 活　動　内　容 実施日
　　おがさ
　　子育てセンター
　　「ひまわり」

託児保育協力
　３回　9:45〜11:15　※玩具メンテナンス
夏祭り　７.27　16:00〜18:00
運動会　11.29　９:30〜12:00

①７.11　ひまわり
②11.28　くすりん
③12.12　嶺田会館

　　「ふれんず　つばさ」
掛川特別支援学校学童保育協力
　月曜日　リトミック　15:00〜16:00
　火曜日　陶芸　　　　15:00〜16:00

①　８月
②　11月

静岡聴覚特別支援学校 授業参観と施設見学
講話

６月12日
浜松視覚特別支援学校 ７月３日
菊川南陵高等学校 ９月26日

　⑶　主任児童委員の活動
活動テーマ 活　　　動　　　内　　　容

実
践
活
動

学習支援と居
場所・行き場
所等の活動へ
の参加

①　子育て支援、子どもたちの居場所づくり、放課後子ども教室等に協力
②�　悩みを抱える家庭の子ども・親について理解を深め、ネットワーク会
議、引きこもり学習会、難しい子研修会へ参加
    《例》課題を抱える家庭への見守り　相談機関への橋渡し
③�　外国籍の子ども・親についての理解を深めて、声かけと地域交流行事
への参加、見守り

駅前の初代県知事　関口隆吉 像 深蒸し茶発祥
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実
践
活
動

要保護児童対
策地域連絡協
議会へ参加

①　虐待等の要支援児童と家族について関係機関と情報交換
　　（毎月の開催されるネットワーク会議）
②�　担当地区の民児委員や学校と情報を共有し、見守り活動と関係機関へ
の橋渡し

依頼された諸
委員と委員会

　児童館運営委員、学校評議員、子ども子育て支援会議、放課後子ども教
室コーディネーター、市福祉会議委員、園第三者委員会、母子父子寡婦福
祉協力委員、青少年健全育成会常任委員、市幼保施設整備計画策定審議委
員

４　私の実践
　⑴　定例会で児童福祉に関する資料提示
　　①　2019年虐待事件数

　　

　　　　実父：913人　養父・継父：302人　内縁：187人：実母：550人
　　　　児童相談所に通告した子どもは98,222人（前年比22.4%増）
　　②　４月施行　改正児童虐待防止法：子どもへ身体的苦痛や不快感を与える行為は体罰
　　　《例》	1　注意したが言うことを聞かないので頬を叩く	 2　いたずらをしたので長時間正座させる
	 3　友だちを殴ってけがをさせたので同じように殴る	 4　宿題をしなかったので夕食を与えない
	 5　物を盗んだのでお尻を叩く　　　　心理的虐待：「おまえなんか生まれてこなければよかった」

　　③　『困った子』は『困っている子』
　　　　HSC（Highly Sensitive Child）：敏感すぎる子ども　５人に１人の割合
　　　　　他の子が叱られると自分のこととして受け入れてしまい、不登校へ
　　　　ギフテッド：先天的に高度な知的能力（IQ130以上）をもっている子や人
　　　　　他の子と少し変わっているかも？　人口の２％　日本にも250万人弱
　　　　発達障害の子ども　ADHD　アスペルガー　LD他
　⑵　地域の学校への取組（子どもの健やかな成長を願って）
　　①　小学校へ花を年６〜７回届ける　７年目　水仙・百合・グラジオラス・菊・千両等
　　②　手作りの正月飾りをこども園・小学校・中学校へ

５　まとめ
　⑴�　民生委員児童委員が研修を積んで、人格と識見の向上に努めるとともに、地域に幅広い情報ネ

ットワークを構築し、課題が小さな時に支援を始める
　⑵�　子どもが生まれたとき、だれもが「健やかに元気に育って欲しい」と願ったはずで、他と較べ

ることなく『どの子も　みんなちがって　みんないい』の思いを地域で育む

　⑶　子ども自身が『自己有用感』や『自己存在感』をもてるように、みんなで見守る
　⑷　園や小中学校との連携を密にし、子どもや家庭の情報を把握する
　⑸�　緊急課題に接したときは、速やかに教育委員会や社会福祉協議会、地域支援センター等の関係

諸機関へ繋ぐ

警察庁の摘発件数
種　別 件　数
身体的虐待 1,654
性 的 虐 待 248
心理的虐待 53
ネグレクト 36
合 計 1,991

児童虐待事件の被害者児童数

2016 2017 2018 2019
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民生委員・児童委員協力員制度の現状と活動事例
１　民生委員・児童委員協力員制度とは
　令和元年12月に、地域住民の協力を得ながら、助け合い支え合うことができる体制づくりと民生委
員・児童委員(以下、「民生委員」といいます)の皆様の負担軽減等を目的に「民生委員･児童委員協力員」
制度を創設しました。民生委員の活動を補佐するペアサポーターと、地区民児協の運営や活動を補助
するエリアサポーターの２種類ありますので、ご紹介します。 

〈制度の概要〉

区　　分
協　　　力　　　員

ペアサポーター エリアサポーター

配　　置
希望する民生委員に配置

１人まで配置が可能（主任児童委員を除く）
希望する地区民児協に配置
３人まで配置が可能

目　　的 活動負担軽減、精神的負担の緩和 地区民児協の運営補助
選 任 者 民生委員 地区民児協会長

活動内容

●�地域での見守り活動（簡易な訪問、同行
訪問）
●民生委員への情報提供
●周知・啓発活動

●地区民児協の会議等に参加
●困難事例の対応方法についての助言
●地区民児協の運営補助

２　協力員の委嘱人数
　令和２年８月１日時点で11市６町にて、124人（ペアサポーター110人、エリアサポーター14人）の
協力員が活動しています。
市町名 ペア エリア 市町名 ペア エリア 市町名 ペア エリア
松 崎 町 3 0 富 士 宮 市 21 4 川 根 本 町 5 0
伊豆の国市 14 0 富 士 市 13 6 掛 川 市 6 0
清 水 町 3 0 島 田 市 1 0 袋 井 市 22 0
長 泉 町 5 0 焼 津 市 4 0 御 前 崎 市 2 0
御 殿 場 市 0 4 藤 枝 市 3 0 菊 川 市 2 0
小 山 町 4 0 吉 田 町 2 0 合 計 110 14

３　ペアサポーターの活動事例
　（１）新任委員に対してOBがサポート

（静岡県健康福祉部福祉長寿局地域福祉課）
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　（２）民生委員の親族がサポート

４　エリアサポーターの活動事例
　（１）地区民児協運営の協力

　（２）定例会での助言

５　協力員の活動について

　上記の活動事例のように、見守り活動、同行訪問、民生委員への情報提供、活動に関する助言とい
ったことを協力員は行うことができます。一方で、個人情報に係る生活保護等の生活支援の具体的な
相談や証明事務といった民生委員が行うこととされている事項については、協力員は活動できないこ
とになっております。

　協力員制度のほか、民生委員・児童委員の皆様への活動支援策については、静岡県地域福祉課
のホームページで確認できますので、ぜひご覧ください。
　また、協力員の配置を希望される場合は、市町の担当課にご相談ください。

■検索ワード　
　「静岡県　地域福祉課」
■活動支援策
　　http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-110/chizu/minsei.html

■協力員制度
　　http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-110/chifuku/kyouryokuinn.html
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浅
学
菲
才
の
身
も
顧
み
ず
民
生
委
員
と
な
っ
て
早

や
二
十
五
年
、
長
い
間
に
は
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
民
生
委
員
制
度
一
〇
〇
周
年
記
念
に

も
立
ち
会
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
や
、
令
和
元
年

に
は
奇
し
く
も
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
栄
に
浴
し
大

変
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
地

区
の
皆
様
と
行
政
並
び
に
専
門
機
関
の
方
々
の
ご
支

援
の
賜
も
の
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
民
生
活
動
の
一
部
を
披
瀝
い
た
し

ま
す
と
、
離
婚
・
育
児
放
棄
と
昔
に
比
べ
身
勝
手
な

相
談
も
多
く
、
時
代
の
変
化
に
は
つ
い
て
い
け
な
い

面
も
あ
り
ま
す
。
機
密
上
詳
し
い
こ
と
は
憚
ら
れ
ま

す
が
、
可
哀
想
な
子
ど
も
の
た
め
に
も
何
度
か
訪
問

先
で
話
し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
突
然
相
手
が
激
高

し
身
の
危
険
を
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
委
員
を
断
念

し
よ
う
か
と
思
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く

の
仲
間
の
励
ま
し
も
い
た
だ
き
定
年
ま
で
頑
張
る
覚

悟
を
持
ち
ま
し
た
。
私
に
と
り
ま
し
て
福
祉
は
「
暗

中
模
索
」の
四
半
紀
人
生
だ
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
パ
イ
プ
役
を
は
た
せ
希
望
が
か
な
っ
た
喜

び
と
相
談
者
の
満
面
の
笑
顔
は
終
世
忘
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

民
生
委
員
の
顔
は
、
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
と
信
用
と

が
高
齢
者
や
障
害
者
、
ど
な
た
も
安
心
し
て
出
会
っ

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
以
前
富
士
市
が
行
っ
た
委
員
活

動
調
査
に
お
い
て
、『
や
り
が
い
』
の
問
い
に
「
強

く
感
じ
て
い
る
」「
感
じ
る
」
と
の
解
答
を
合
わ
せ

る
と
八
十
五
％
と
い
う
結
果
が
出
さ
れ
、
力
強
さ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

十
八
年
前
よ
り
行
っ
て
お
り
ま
す
地
域
の
方
々
の

居
場
所
づ
く
り
の
サ
ロ
ン
が
友
愛
の
場
所
と
な
り
、

私
に
と
っ
て
は
時
が
止
ま
っ
て
ほ
し
い
至
福
の
刻
で

す
。
何
よ
り
も
平
和
な
世
界
が
望
ま
れ
ま
す
。　

　

担
当
地
区
は
戸
数
約
二
百
五
十
軒
、
人
口
約
五
百

人
、
こ
れ
を
二
人
で
東
西
に
分
け
受
け
持
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
親
戚
付
き
合
い
な
ど
土
地
柄
ゆ
え
の

濃
密
な
人
間
関
係
が
、
良
く
も
悪
く
も
互
助
の
関
係

を
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
す
っ
か
り
様
変

わ
り
し
、
と
も
す
れ
ば
ご
近
所
の
生
活
実
態
す
ら
知

ら
ず
に
い
る
こ
と
な
ど
、
も
は
や
珍
し
い
こ
と
で
は

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
は
、
独
居
高
齢
者
な
ど
の

孤
立
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特

に
地
方
で
は
過
疎
化
な
ど
の
要
因
が
加
わ
る
の
で
事

態
は
更
に
深
刻
で
す
。
河
津
町
で
は
、
高
齢
者
移
動

支
援
の
た
め
社
協
と
連
携
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

を
始
め
ま
し
た
。
幸
い
に
も
若
い
方
々
を
含
め
応
募

が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
ご
近
所
付
き
合
い
の
希
薄
と

な
っ
た
現
在
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
広
が
り
が
増
え

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
買
い
物
や
通
院
、
催

し
物
へ
の
参
加
な
ど
、
特
に
交
通
の
便
の
悪
い
地
区

に
暮
ら
す
人
に
と
っ
て
、
ド
ア
か
ら
ド
ア
へ
の
小
回

り
の
利
い
た
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
、
町
営
バ
ス
よ
り
も

更
に
利
用
し
や
す
く
需
要
が
増
え
る
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。　

　

問
題
点
を
掘
り
起
こ
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や

気
遣
い
で
今
あ
る
も
の
を
よ
り
良
く
す
る
。
こ
れ
は

我
々
の
活
動
に
も
共
通
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

下
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
は
、
地
区
委

員
48
名
、
主
任
児
童
委
員
3
名
の
計
51
名
の
委
員
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
恒
例
の
研
修
会
や
イ
ベ
ン
ト
、

定
例
会
や
訪
問
活
動
の
自
粛
・
・
。

（
こ
れ
か
ら
、
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
・
・
）

と
大
き
な
不
安
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
高
齢
世
帯
や

独
居
世
帯
の
方
は
更
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
だ
ろ
う

と
思
い
、
電
話
で
の
状
況
確
認
な
ど
で
き
る
事
を
始

め
、
そ
う
す
る
こ
と
で
自
身
の
気
持
ち
や
不
安
も
軽

く
な
っ
て
い
っ
た
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
感
染
防
止
対
策
を
行
っ
た
う
え
で
定

例
会
を
再
開
し
、
訪
問
活
動
も
無
理
を
し
な
い
範
囲

で
行
っ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

高
齢
者
が
自
宅
で
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
見
守
り
活
動
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
日
々
変
化
す
る
状
況
を
注

視
し
つ
つ
も
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
何
が
で

き
る
か
、
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
敏
感
に
キ

ャ
ッ
チ
で
き
る
よ
う
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
日
々
過
ご

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
美
津
江

富
士
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

民
生
委
員
と
共
に
四
半
世
紀
の
人
生

村
松
　
弘
康

河
津
町

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

今
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

村
山
登
美
雄

下
田
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

コ
ロ
ナ
禍
で
想
う
こ
と
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松
下
前
会
長
か
ら
受
け
継
ぎ
、
10
地
区
法
定
民
児

協
会
長
そ
し
て
会
員
330
名
（
民
生
児
童
委
員
308
名
、

主
任
児
童
委
員
22
名
）
で
船
出
い
た
し
ま
し
た
。
活

動
目
標
を
「
誰
も
が
笑
顔
で
、
安
全
に
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
地
城
の
良
き

相
談
相
手
、
つ
な
ぎ
役
に
な
ろ
う
」「
親
の
気
持
ち
、

子
ど
も
の
心
を
く
み
取
り
、
積
極
的
に
子
ど
も
た
ち

と
関
わ
ろ
う
」「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
、

役
割
を
地
域
に
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
」
と
し
、
1

月
か
ら
2
月
に
は
、
地
区
の
高
齢
者
や
避
難
行
動
要

支
援
者
の
確
認
と
訪
問
活
動
、
全
体
研
修
で
は
磐
田

市
長
と
教
育
長
の
お
二
人
を
お
招
き
し
、「
磐
田
市

の
夢
」「
磐
田
市
の
教
育
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ス
タ
ー
ト
は
順
調
で
し
た
が
、
３
月

に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
か

ら
地
区
活
動
・
専
門
部
会
活
動
は
三
密
を
避
け
る
意

で
自
粛
。
し
か
し
、
委
員
会
活
動
は
「
対
面
」
が
主

た
る
責
務
と
捉
え
、
消
毒
や
対
面
距
離
に
配
慮
し
た

り
、
不
在
家
庭
に
は
名
刺
型
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
を
郵
便
受

け
に
入
れ
た
り
、
電
話
や
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
り
し

て
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
た
活
動
を
心
掛

け
ま
し
た
。

　

地
区
に
よ
っ
て
は
「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
を
行
い
、

新
生
児
期
か
ら
周
囲
に
興
味
を
示
す
乳
幼
児
期
へ
と

成
長
す
る
姿
を
ご
両
親
と
共
に
確
か
め
、
喜
び
合
う

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
活
動
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
活
動
の
制
限
は
誠
に
残
念
で
す
が
、
今
後

と
も
相
談
者
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
た
委
員
活
動
を

し
て
い
く
よ
う
各
委
員
共
に
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

　

４
年
程
前
の
こ
と
。
突
然
、
自
治
会
（
町
内
会
）

の
役
員
の
方
々
の
来
訪
を
受
け
た
。
民
生
委
員
児
童

委
員
あ
る
い
は
主
任
児
童
委
員
を
引
き
受
け
て
く
れ

な
い
か
と
い
う
依
頼
で
あ
っ
た
。
私
は
縁
あ
っ
て
島

田
市
南
町
に
住
む
こ
と
と
な
っ
た
が
、
も
と
は
県
外

生
ま
れ
、
職
場
も
市
外
と
あ
っ
て
、„
地
域
＂
と
い

う
意
識
が
全
く
な
か
っ
た
。
そ
の
私
に
…
な
ん
で
、

ど
う
し
て
。
し
か
し
既
に
退
職
し
て
お
り
、
断
る
理

由
も
思
い
当
た
ら
ず
、
迷
い
に
迷
い
、
か
つ
て
教
職

に
従
事
し
て
お
り
主
任
児
童
委
員
な
ら
と
引
き
受
け

た
。
す
る
と
、
自
治
会
（
町
内
会
）
の
委
員
、
小
学

校
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
理
事
、
小
学
校
区
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
い
う
役
ま
で
付
い
て

き
た
。
そ
れ
か
ら
３
年
が
過
ぎ
２
期
目
に
入
る
。
し

か
し
今
も
っ
て
、
主
任
児
童
委
員
と
し
て
何
を
す
れ

ば
よ
い
か
模
索
中
で
あ
る
。

　

然
る
に
、
主
任
児
童
委
員
を
引
き
受
け
て
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
地
域
の
人
た
ち
と
ふ
れ

あ
い
、
活
動
を
通
し
て
、
自
分
は
„
こ
の
地
域
に
所

属
す
る
人
間
な
の
だ
＂
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
同
時
に
担
当
小
学
校
区
の
子
供
の
中
に
顔
見
知

り
が
出
来
て
く
る
と
、
子
供
達
が
可
愛
い
と
感
じ
、

健
や
か
に
育
っ
て
欲
し
い
と
願
い
、
守
り
た
い
と
い

う
思
い
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

主
任
児
童
委
員
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
、
そ
れ
は

今
も
っ
て
模
索
中
。
し
か
し
今
、
は
っ
き
り
し
た
願

い
は
あ
る
。
そ
れ
は
担
当
す
る
こ
の
地
域
の
子
供
が

「
自
分
は
こ
こ
で
生
ま
れ
、
こ
こ
で
育
っ
た
ん
だ
」

と
誇
れ
る
、
そ
ん
な
地
域
に
し
た
い
。
地
域
と
は
そ

こ
で
育
ち
、
そ
こ
で
役
立
ち
、
や
が
て
お
世
話
に
な

る
所
な
の
だ
と
思
う
。

　

民
生
委
員
と
し
て
三
期
目
に
入
り
ま
し
た
。
ど
ん

な
活
動
が
必
要
な
の
か
考
え
た
結
果
、
ま
ず
は
「
つ

な
ぎ
役
」
と
し
て
の
役
割
に
力
を
入
れ
て
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
実
際
、
高
齢
者
の
方
々
を
中
心
に
い
ろ

い
ろ
な
相
談
を
受
け
、
担
当
部
署
と
つ
な
い
だ
数
も

か
な
り
に
な
り
ま
す
。
お
か
げ
で
市
役
所
社
会
福
祉

課
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
方
な
ど
と
親
し
く
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
具
合
が
悪
く
な
り
救

急
搬
送
に
同
行
と
い
う
経
験
も
し
ま
し
た
。

　

私
は
若
い
頃
か
ら
わ
り
と
よ
く
歩
い
て
い
ま
す
。

我
が
家
か
ら
御
殿
場
駅
ま
で
歩
く
と
四
〜
五
〇
分
く

ら
い
か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
く
ら
い
は
全
然
苦
に
な

り
ま
せ
ん
。
私
の
担
当
地
区
は
水
田
が
広
が
る
昔
な

が
ら
の
田
園
地
帯
で
す
。
こ
う
い
う
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
を
歩
く
の
は
快
適
で
す
。
荒
天
の
時
や
大
荷

物
の
あ
る
と
き
は
別
で
す
が
、
近
所
の
用
事
は
た
い

て
い
歩
き
で
す
。
歩
い
て
い
る
と
、
野
良
仕
事
を
し

て
い
る
人
と
立
ち
話
で
天
気
の
具
合
や
世
間
話
を
し

ま
す
。
登
下
校
の
時
間
帯
だ
と
子
ど
も
た
ち
と
元
気

な
挨
拶
を
交
わ
し
ま
す
。
自
動
車
で
の
移
動
で
は
こ

う
は
な
り
ま
せ
ん
。
民
生
委
員
の
活
動
と
し
て
の
高

齢
者
連
絡
票
の
確
認
も
赤
い
羽
根
大
口
募
金
依
頼
も

当
然
歩
い
て
回
り
ま
す
。
徒
歩
で
の
移
動
は
期
せ
ず

し
て
高
齢
者
の
見
回
り
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

鈴
木
　
敏
弘

磐
田
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

活
動
前
半
を
振
り
返
っ
て

島
田
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

清
水
　
文
子

地
域
住
民
の
意
識
に
目
覚
め
て

髙
木
　
義
純

御
殿
場
市

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

担
当
地
区
回
り
は
徒
歩
で
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民生委員児童委員互助事業給付金（一般給付）について
　民生委員児童委員互助事業は、会員又はその遺族に対して、弔慰・見舞・退任慰労を行うため、会員の皆様から
の会費及び掛金等により実施・運営されています。本号では、公務関係以外の一般給付に関する取扱いについて、
掲載いたします。
　申請できる期間は、全ての事故・事由等発生後１年以内となっていますので、お忘れになりませんよう、ご注意
ください。ただし、給付対象は現任委員であることが条件のため、退任される方が退任慰労金以外の見舞金等を申
請する場合には、退任日より前に手続きを済まされるようお願いします。傷病見舞金については、同一事由による
場合は１回のみ申請が可能です。
　公務中の事故による負傷等については、対象となる範囲と金額、申請に必要な書類や手続きが異なりますので、
令和２年５月18日付け静県民児協第22号により互助事業実施団体（市町民児協又は市町社協）に配布しました全国
民生委員互助事業取扱要領をご参照ください。
　なお、取扱要領及び申請書・確認書様式のデータは、「全国民生委員互助共励事業ホームページ」からダウンロ
ードできます。（ＵＲＬ）https://www2.shakyo.or.jp/gojokyourei/index.html

給付の種類 要　　件　　等
金　　　額

申請書類
全国民生委員互助事業 静岡県民児協互助事業

一 般 死 亡
弔　慰　金

会員本人が公務以外の事
由により死亡したとき  30,000円 20,000円

・給付金申請書
　（互助様式第２号）
・一般死亡確認書
　（互助様式第５号）
　�又は医師の発行する死亡診
断書

配偶者死亡
弔　慰　金

会員の配偶者が死亡した
とき  15,000円 10,000円

・給付金申請書
　（互助様式第２号）
・配偶者死亡確認書
　（互助様式第６号）
　�又は医師の発行する死亡診
断書

一 般 傷 病
見　舞　金

療養１か月以上２か月未満
（31日～60日）   8,000円

 5,000円

・給付金申請書
　（互助様式第２号）
・一般傷病確認書
　（互助様式第７号）
　�又は医師の発行する診断書

療養２か月以上
（61日～）  10,000円

災害見舞金

会員自宅の全壊・大規模
半壊 100,000円

15,000円
・給付金申請書
　（互助様式第２号）
・関係官公署の罹災証明書会員自宅の半壊  50,000円

退任慰労金

在任３年以上９年未満   3,000円 在任１年以上の場
合は、別に定める
在任年数に応じた
金額を給付

・給付金申請書
　（互助様式第２号）
・退任確認書
　（互助様式第８号）

在任９年以上15年未満   5,000円

在任15年以上   7,000円

※給付に係る手続きの流れ
市町民児協
又は市町社協

➡

県民児協事務局

➡

全社協民生部

➡

県民児協事務局

➡

市町民児協
又は市町社協

事実確認

｢給付金申請書｣
及び添付書類を
県民児協へ提出
（毎月末日締切）

｢給付金申請書｣ 及び
添付書類の受付・審査

全社協へ｢給付金報告・
請求書｣ 等必要書類を
提出（毎月10日締切）

県民児協から提出の
｢給付金報告・請求
書｣ 等に基づき、県
民児協に給付金を送
金（毎月末日）

全社協から送金された
給付金及び県民児協給
付金を市町民児協等の
指定銀行口座宛て振り
込み（申請締切後、翌々
月10日支払）

会員又は遺族
への給付（各
市町民児協等
が定めた方法
による）

　一般給付に関する大まかな流れを掲載しています。その他ご不明な点につきましては、県民児協事務局までお問
い合わせください。（県民児協事務局：TEL 054-254-5224　FAX 054-251-7508）
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